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中性子線回折による超弾性変形の
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美しい歯並びのために
むし歯および歯周疾患（歯肉炎，歯槽膿漏など）
は人種，性別，年齢に関係なく人類に最も広く堕
延している疾患の一つです。歯を喪失する原因と
して， 20歳頃ではむし歯により， 40歳以後では歯
周疾患によるものがほとんどであると言われてし、
ます。
歯が抜けていたり，ボロボロになったむし歯や
黒ずんだ歯肉が口元に見え隠れすることは，その
人のイメージをだいなしにするほど気になるもの
で、す。健全な歯並びは健康美のシンボルとも言え
ましょう。
むし歯（う蝕〉
むし歯は歯の表面を覆うエナメル質の脱灰から
始まり，病変は象牙質におよび，更に歯髄へと組
織の破壊が進みます。病変が歯髄に近づくと，熱
いものや冷たいもの，あるいは廿いものが歯にし
みるようになります。
口腔内には沢山の微生物が常在していて，その
中の酸産生菌が食物中の糖質を分解して酸を生じ
ます。即ち，歯の表面に糖質の食べかすが附着停
滞していると，これら細菌によって乳酸や酢酸な
どの有機酸が生じ，このためエナメル質が脱灰さ
れ，歯の破壊が始まります。
従って，むし歯の成立には口腔内の常在細菌，
ことに酸産生菌と，食物中の糖分とが必須の要因
であって，そのほかにも唾液の性状や歯の表面の
性質も関係しています。
そこで，むし歯を予防するには口腔内細菌を除
去するか，あるいは糖質を食べないことになりま
す。しかし，糖質を全く含まないような日常の食
生活は実際上考えられないので，糖質，特に砂糖
分を．できるだけ習慣的に制限することが予防の決
め手のーっと言えます。そして一方では，口腔内
細菌を完全に除くことはできないにしても，正確
な歯磨きによって口腔内を常に清潔に保つことが
できれば，酸産生菌を少なくすると同時に，糖質
から産生される酸の作用時聞を短縮することがで
きます。正しい歯磨きがむし歯予防の要になる所
以です。食事のたびごとによく口を激ぎ，歯を磨
くこと，特に就寝前の歯磨きが大切です。昼間は
舌や唇の動き，またI垂液の流れによってあるてし、
どの自浄作用がありますが，眠っているあいだは
この作用がないからです。
むし歯は自然、冶癒のあり得ない疾患であると同
時に，早期発見が容易であるため，痛みの起こら
ない早期に治療することが大切なことです。
歯周疾患
歯肉炎と歯槽膿漏とがその代表的なものです。
歯周炎は3歳頃から発生しはじめ， 11～14歳でピ
ークとなり，その後一時的に下降傾向をとります
が再び上昇して， 25歳前後には85%が権患し， 60
歳代では95%にも達すると言われています。
歯槽膿漏は年長者に多いことは確かですが，19
～25歳の発生率が10～30%（本学々生についての
以前の調査では9～13%の罷患率）， 49～65歳で
は実に97～100%の高率であると言われています。
本症の原因には，歯石や不良補韻物などによる
歯肉への機械的刺激，細菌感染，暁み合わせ不良
などの局所性原因と，糖尿病，貧血，妊娠などの
全身性原因があります。その中で特に多いのは歯
石の沈滑によるものです。口腔清掃の不良は歯石
の沈着を招きやすく ，歯肉への刺激になると同時
に細菌の恰好の繁殖場所ともなって歯肉炎を起こ
してきます。この状態を放置すると歯槽骨の吸収
が促進されて歯が動指し，細菌感染が拡がって膿
や血が出たり，終には救いようのない歯槽膿漏に
進展します。
歯石はl監液中の無機塩類が歯の周囲に沈着した
もので，その時体となるのは食べかすに由来した
歯垢と呼ばれるもので、す。歯垢は柔らかし、ので，
上手に歯ブラシを使えば除くことができますが，
歯石は硬く附着しているので歯磨きで取除くこと
はできません。
従って，実際的な歯槽膿漏の予防はむし歯のそ
れと同じく，やはり正確な毎日の歯磨きによって
歯石の母体となる歯垢をていねいに除去し，歯石
の沈着を防ぐことになります。そして歯石ができ
れば歯科医に除去してもらうことです。
正しい歯磨き方法や歯石の有無および除去につ
いては，歯科医にご相談下さし、。
（保健診療所清水泰知）
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